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通
史
参
考
文
献

全
編

北
海
道
帝
国
大
学
『
創
基
五
十
年
記
念
北
海
道
帝
国
大
学
沿
革
史
』
一
九
二
六
年

北
海
道
大
学
『
北
海
道
大
学
創
基
八
十
年
史
』
一
九
六
五
年

北
海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
編
集
出
版
委
員
会
『
北
海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
』
一
九
七
九
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
年
史
』
部
局
史
、
一
九
八
〇
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
年
史
』
札
幌
農
学
校
史
料
（
一
）（
二
）、
一
九
八
一
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
年
史
』
通
説
、
一
九
八
二
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
論
文
・
資
料
編
、
二
〇
〇
三
年

北
海
道
大
学
１２５
年
史
編
集
室
『
北
大
の
１２５
年
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年

北
海
道
大
学
１２５
年
史
編
集
室
『
写
真
集
北
大
１２５
年
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年

『
札
幌
農
学
校
一
覧
』『
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
一
覧
』『
北
海
道
帝
国
大
学
一
覧
』『
北
海
道
大
学
一
覧
』

北
海
道
大
学
『
北
大
時
報
』

第
一
編

第
一
章

札
幌
農
学
校
予
科
内
学
芸
会
『
�
林
』
第
一
一
〜
一
三
号
、
一
八
九
四
年

札
幌
農
学
校
文
武
会
『
文
武
会
々
報
』
第
五
五
号
、
一
九
〇
八
年
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札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
お
雇
い
外
国
人
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
１９
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
二
年

札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
札
幌
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
４１
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
七
年

札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
農
学
校
物
語
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
６１
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
九
二
年

札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト
教
会
教
会
史
編
纂
委
員
会
『
札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト
教
会
百
年
の
歩
み
』
上
・
下
巻
、
一
九
八
三
年

北
海
道
『
新
北
海
道
史
』
一
九
六
九
〜
八
一
年

志
賀
富
士
男
『
志
賀
重
�
全
集
』
同
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
七
〜
二
九
年

第
二
章

札
幌
農
学
校
予
科
内
学
芸
会
『
�
林
』
第
一
〜
一
八
号
、
一
八
九
二
〜
九
六
年

札
幌
農
学
校
学
芸
会
『
学
芸
会
雑
誌
』
第
一
九
〜
三
四
号
、
一
八
九
六
〜
一
九
〇
一
年

札
幌
農
学
校
文
武
会
『
文
武
会
雑
誌
』
第
三
五
〜
四
一
号
、
一
九
〇
二
〜
一
九
〇
四
年

札
幌
農
学
校
文
武
会
『
文
武
会
々
報
』
第
四
二
〜
五
〇
号
、
一
九
〇
四
〜
一
九
〇
七
年

北
海
道
大
学
文
学
部
古
河
講
堂
「
旧
標
本
庫
」
人
骨
問
題
調
査
委
員
会
『
古
河
講
堂
「
旧
標
本
庫
」
人
骨
問
題
報
告
書
』
一
九
九
七
年

北
海
道
『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
通
説
二
、
一
九
七
一
年

北
海
道
『
新
北
海
道
史
』
第
四
巻
通
説
三
、
一
九
七
三
年

北
海
道
庁
『
新
撰
北
海
道
史
』
第
六
巻
史
料
二
、
一
九
三
六
年

北
海
道
教
育
研
究
所
『
北
海
道
教
育
史
』
全
道
編
三
、
一
九
六
三
年

�
文
星「
札
幌
農
學
校
與
台
灣
近
代
農
學
的
展
開
―
以
台
灣
總
督
府
農
事
試
驗
場
為
中
心
」『
臺
灣
社
會
經
濟
史
國
際
學
術
研
討
會
―
慶

祝
王
世
慶
先
生
七
五
華
誕
』
台
北
、
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
準
備
處
、
二
〇
〇
三
年

『
殖
民
雑
誌
』
第
一
〜
六
号
、
殖
民
雑
誌
社
、
一
八
八
九
年
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「
梧
陰
文
庫
」
國
學
院
大
学
図
書
館
所
蔵

第
四
章

「
昭
和
七
年
六
月
事
件
報
告
書
」
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
沿
革
資
料
室
所
蔵
（
以
下
、
沿
革
資
料
室
所
蔵
と
略
）

「
昭
和
十
年
七
月
事
件
調
査
報
告
書
」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
行
幸
ニ
関
ス
ル
書
類
綴
」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
臨
時
徴
兵
検
査
入
隊
休
学
届
綴
（
Ｓ
１８
）」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
学
徒
勤
労
動
員
書
類
（
Ｓ
１９
、
２０
）」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
学
徒
勤
労
動
員
関
係
書
類
（
報
国
隊
、
陸
軍
獣
医
部
依
託
学
生
、
そ
の
他
）（
Ｓ
１９
）」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
学
徒
出
陣
関
係
書
類
（
そ
の
他
）（
Ｓ
２０
）」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
海
軍
関
係
書
類
（
依
託
生
、
見
習
尉
官
、
予
備
学
生etc.

）﹇
上
﹈﹇
下
﹈」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
陸
軍
経
理
部
依
託
学
生
関
係
書
類
（
Ｓ
１８
〜
１９
）」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
陸
軍
技
術
部
依
託
学
生
関
係
書
類
（
Ｓ
１７
〜
２０
）」
沿
革
資
料
室
所
蔵

「
海
軍
短
限
予
備
学
生
、
陸
軍
短
限
予
備
学
生
、
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
（
Ｓ
１９
〜
２０
）」
沿
革
資
料
室
所
蔵

『
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
』

北
海
道
帝
国
大
学
『
昭
和
十
年
十
一
月
現
在
学
生
生
徒
生
活
調
査
報
告
』
一
九
三
六
年
、
北
海
道
立
図
書
館
所
蔵

北
海
道
大
学
『
学
生
生
徒
生
活
実
態
調
査
報
告
１
９
４
９
年
７
月
』
一
九
五
〇
年
、
北
海
道
立
図
書
館
所
蔵

北
大
医
学
部
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
北
大
医
学
部
五
十
年
史
』
一
九
七
四
年

北
大
工
学
部
五
十
年
史
編
集
刊
行
委
員
会
『
北
大
工
学
部
五
十
年
史
』
一
九
七
五
年

東
京
大
学
史
史
料
室
『
東
京
大
学
の
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
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文
部
省
人
事
課
適
格
審
査
室
『
教
職
員
の
適
格
審
査
に
関
す
る
記
録
』
一
九
五
二
年

長
浜
功
『
増
補
・
教
育
の
戦
争
責
任
―
教
育
学
者
の
思
想
と
行
動
―
』
明
石
書
店
、
一
九
九
二
年

蜷
川
壽
恵
「
学
徒
出
陣
の
検
証
」『
日
本
歴
史
』
五
七
八
、
一
九
九
六
年

福
間
敏
矩
『
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
―
制
度
と
背
景
―
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
〇
年

百
瀬
孝
『
事
典

昭
和
戦
前
期
の
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年

吉
田
裕
『
日
本
の
軍
隊
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年

山
口
宗
之
『
陸
軍
と
海
軍
―
陸
海
軍
将
校
史
の
研
究
―
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年

第
五
章

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
『
北
大
文
学
部
五
十
年
の
歩
み
』
二
〇
〇
〇
年

北
海
道
新
聞
社
『
人
脈
北
海
道
』
学
界
編
上
・
下
、
一
九
七
六
年

蝦
名
賢
造
『
札
幌
農
学
校
・
北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
』
西
田
書
店
、
二
〇
〇
三
年

鹿
島
守
之
助
『
北
海
道
総
合
開
発
の
諸
問
題
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
五
八
年

第
二
編

第
一
章

今
村
成
和
『
北
大
百
年
前
後
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
一
年

第
二
章

寺
�
昌
男
『
大
学
教
育
の
創
造
―
歴
史
・
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
―
』
東
信
堂
、
一
九
九
九
年

大
�
仁
『
大
学
改
革
１
９
４
５
〜
１
９
９
９
』
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
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第
四
章

『
北
海
道
大
学
教
養
課
程
協
議
会
資
料
集
』
第
一
〜
五
五
号
、
一
九
八
一
〜
九
二
年

第
三
編

第
一
章

寺
�
昌
男
『
大
学
の
自
己
変
革
と
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
―
点
検
か
ら
創
造
へ
―
』
東
信
堂
、
一
九
九
八
年

寺
�
昌
男
『
大
学
教
育
の
可
能
性
―
教
養
教
育
・
評
価
・
実
践
―
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
二
年

第
三
章

大
�
仁
『
大
学
改
革
１
９
４
５
〜
１
９
９
９
』
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年

第
四
章

「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
学
部
教
育
の
展
開
」
一
九
九
二
年
三
月

「
学
部
教
育
体
制
に
お
け
る
全
学
教
育
科
目
実
行
教
育
課
程
に
つ
い
て
」
一
九
九
二
年
十
二
月

「
全
学
教
育
科
目
の
実
施
体
制
〜
学
務
部
と
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
〜
」
一
九
九
三
年
十
一
月

「
学
部
教
育
体
制
に
お
け
る
全
学
教
育
科
目
の
実
施
（
案
）
及
び
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」
一
九
九
三
年
十
一
月

「
全
学
教
育
科
目
の
実
施
体
制
〜
教
務
に
関
す
る
事
務
組
織
及
び
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〜
」
一
九
九
三
年
十
一
月

「
全
学
教
育
の
充
実
に
向
け
て
〜
平
成
七
年
度
の
レ
ビ
ュ
ー
を
中
心
と
し
て
〜
」
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
特
別
号
、
一
九
九
七
年
三
月

「
よ
り
良
き
高
等
教
育
を
求
め
て
〜
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
展
望
〜
」
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
点
検
評
価
報
告
書
、
一
九

九
九
年
三
月
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第
四
編

第
一
章

東
京
百
年
史
編
集
委
員
会
『
東
京
百
年
史
』
第
二
巻
、
一
九
七
二
年

東
京
都
『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
五
六
、
一
九
六
五
年

第
二
章

札
幌
市
教
育
委
員
会
『
時
計
台
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
６
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
七
八
年

『
開
拓
使
事
業
報
告

第
貮
編

勧
農
・
土
木
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年

『
開
拓
使
事
業
報
告

第
四
編

運
輸
・
通
信
・
衛
生
・
教
育
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年

『
札
幌
農
黌
第
一
年
報
』
一
八
七
八
年

『
札
幌
農
黌
第
二
年
報
』
一
八
七
八
年

『
札
幌
農
黌
第
三
年
報
』
一
八
七
九
年

開
拓
使
『
北
海
道
志
』
巻
二
七
、
一
八
八
四
年

札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
札
幌
歴
史
地
図
（
明
治
編
）』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
別
冊
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
七
八
年

札
幌
市
教
育
委
員
会
文
化
資
料
室
『
札
幌
事
始
』（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
７
）
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
七
九
年

第
三
章

『
北
海
道
毎
日
新
聞
』

山
後
正
憲
、
越
野
武
、
角
幸
博
、
石
本
正
明
、
池
上
重
康
、
若
尾
憲「
後
期
札
幌
農
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
築
に
関
す
る
史
的
研
究
」

『
日
本
建
築
学
会
北
海
道
支
部
研
究
報
告
集
』
第
七
一
号
、
一
九
九
八
年

川
口
洋
光
、
越
野
武
、
角
幸
博
、
池
上
重
康
「
建
築
家
中
條
精
一
郎
の
設
計
活
動
」『
日
本
建
築
学
会
北
海
道
支
部
研
究
報
告
集
』
第
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七
四
号
、
二
〇
〇
一
年

渋
谷
誉
人
、
越
野
武
、
角
幸
博
、
池
上
重
康
「
後
期
札
幌
農
学
校
・
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
に
お
け
る
建
築
活
動
」『
日
本
建
築
学

会
北
海
道
支
部
研
究
報
告
集
』
第
七
二
号
、
一
九
九
九
年

川
口
洋
光
、
角
幸
博
、
石
本
正
明
、
池
上
重
康
「
建
築
請
負
業
者
大
星
鶴
松
と
三
松
」『
日
本
建
築
学
会
北
海
道
支
部
研
究
報
告
集
』

第
七
六
号
、
二
〇
〇
三
年

第
四
章

『
北
海
道
大
学
所
属
国
有
財
産
沿
革
』

『
フ
ラ
テ
』
北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
学
友
会

『
医
海
時
報
』
一
九
一
九
年
四
月
十
二
日

北
海
道
建
設
業
界
史
『
風
雪
の
百
年
』
北
海
道
建
設
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年

北
大
医
学
部
創
立
６０
周
年
記
念
写
真
集
出
版
委
員
会
『
写
真
集
医
学
部
６０
年
の
歩
み
』
一
九
八
三
年

北
大
医
学
部
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
北
大
医
学
部
五
十
年
史
一
九
一
九
―
一
九
六
九
』
一
九
七
四
年

川
口
洋
光
、
角
幸
博
、
石
本
正
明
、
池
上
重
康
「
建
築
請
負
業
者
大
星
鶴
松
と
三
松
」『
日
本
建
築
学
会
北
海
道
支
部
研
究
報
告
集
』

第
七
六
号
、
二
〇
〇
三
年

池
上
重
康
、
越
野
武
、
角
幸
博
「
北
海
道
帝
国
大
学
の
営
繕
組
織
の
沿
革
と
建
築
技
術
者
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文

集
』
第
五
四
一
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月

江
下
友
三
枝
、
越
野
武
、
角
幸
博
、
池
上
重
康
「
北
海
道
帝
国
大
学
創
立
期
の
医
学
部
お
よ
び
同
附
属
医
院
の
建
築
に
つ
い
て
」『
日

本
建
築
学
会
北
海
道
支
部
研
究
報
告
集
』
第
六
九
号
、
一
九
九
六
年

有
馬
英
二
『
わ
が
七
十
七
年
之
歩
み
』
一
九
六
一
年
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菅
野
誠
、
佐
藤
譲
『
日
本
の
学
校
建
築
』
文
教
ニ
ュ
ー
ス
、
一
九
八
三
年

宮
本
雅
明
『
日
本
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
成
立
史
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年

第
五
章

『
新
建
築
』
一
九
六
〇
年
二
月
号

第
六
章

北
海
道
大
学
『
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
報
告
―
土
地
利
用
の
方
針
―
』
一
九
九
三
年

北
海
道
大
学
『
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
９６
』
一
九
九
七
年

北
海
道
大
学
『
エ
コ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
基
本
計
画
』
一
九
九
七
年

第
七
章

北
大
水
産
学
部
七
十
五
年
史
出
版
専
門
委
員
会
『
北
大
水
産
学
部
七
十
五
年
史
』
一
九
八
二
年

『
北
海
道
大
学
所
属
国
有
財
産
沿
革
』

『
親
潮
』
七
八
号
、
一
九
四
一
年

第
八
章

北
海
道
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
『
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
遺
跡
―
北
海
道
大
学
構
内
で
発
掘
さ
れ
た
西
暦
９
世
紀
代
の
原
初
的
農
耕
集

落
』
北
海
道
大
学
、
一
九
八
六
年

北
海
道
大
学
『
北
大
構
内
の
遺
跡
』
ⅡⅩ
、
二
〇
〇
二
年
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牧
之
内

友
（
文
学
研
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科
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士
後
期
課
程
）

第
二
章

一
瀬

啓
恵
（
留
学
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セ
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非
常
勤
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師
）

第
三
章

籾
山

明
久
（
文
学
研
究
科
修
士
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程
修
了
）

第
四
章

及
川

琢
英
（
文
学
研
究
科
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士
後
期
課
程
）

第
五
章

竹
野

学
（
経
済
学
研
究
科
助
手
）

第
二
編

第
一
章

姉
崎

洋
一
（
教
育
学
研
究
科
教
授
）

第
二
章

第
一
〜
二
節

井
上

高
聡
（
百
二
十
五
年
史
編
集
室
編

集
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第
三
節

山
本

強
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工
学
研
究
科
教
授
）

第
三
章

田
口

晃
（
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学
研
究
科
教
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）

第
四
章

菊
池

俊
彦
（
文
学
研
究
科
教
授
）

第
五
章

長
谷
川

淳
（
工
学
研
究
科
教
授
）

第
三
編

第
一
章

第
一
〜
三
節

井
上

高
聡

第
四
節

山
本

強

第
二
章

田
口

晃

第
三
章

原

暉
之
（
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

第
四
章

山
口

佳
三
（
理
学
研
究
科
教
授
）

第
五
章

長
谷
川

淳

第
六
章

原

暉
之

第
四
編

第
一
章

井
上

高
聡

第
二
章

角

幸
博
（
工
学
研
究
科
教
授
）

第
三
章

池
上

重
康
（
工
学
研
究
科
助
手
）

第
四
章

池
上

重
康

第
五
章

角

哲
（
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

第
六
章

小
篠

隆
生
（
工
学
研
究
科
助
手
）

第
七
章

池
上

重
康

第
八
章

小
杉

康
（
文
学
研
究
科
助
教
授
）

通
史
執
筆
責
任
者

第
一
編

白
木
沢
旭
児
（
文
学
研
究
科
教
授
）

第
二
編

田
口

晃

第
三
編

原

暉
之

第
四
編

角

幸
博
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